
 

新たな公務員人事管理に関する勉強会（第２回） 議事要旨 

 
 

１．日時 令和５年８月 24日（木）10:00～12:00  

 

２．出席委員 

（座長）横田 明美 明治大学法学部専任教授                   

荒見 玲子 名古屋大学大学院法学研究科教授           

入江 崇介 株式会社リクルートマネジメントソリューションズ 

HR Analytics&Technology Lab所長     

大木 清弘 東京大学大学院経済学研究科准教授 

小田  勇樹 慶應義塾大学法学部政治学科准教授                   

加藤 守和  PwCコンサルティング合同会社ディレクター        

田中 万理  一橋大学経済研究所准教授                              

早津 裕貴  金沢大学人間社会研究域法学系准教授          

※各委員の所属・役職は令和５年８月 24日時点 

 

３．議事次第 

① 令和４年度人事院年次報告書について ※人事院ホームページに資料を掲載 

② 令和５年人事院勧告・報告について  ※人事院ホームページに資料を掲載 

③  今後の勉強会の進め方について 

 

４．概要 

○ 事務局から資料説明がなされるとともに、各議題について、主に以下のような内

容につき意見交換がなされた。 

（議題①関係） 

・ 人事関連業務にデジタルを活用していく取組の方向性は素晴らしいが、現状に

おいて業務内容と業務に必要なスキルを具体的に職員に示すことができている

のかとの質問があり、デジタルを活用しより的確に示せるよう検討を進めていき

たい旨の回答がなされた。 

 

（議題②関係） 

・ 本年の公務員人事管理に関する報告の検討に当たっては、前回の勉強会での委

員からの示唆も踏まえ、課題横断的に基本認識や対応策を整理している旨の説明

がなされ、その点について好意的な受け止めがなされるとともに、公務の魅力に

関する発信力を強化していくことが必要である旨の意見がなされた。 

 

（議題③関係） 

・ 次回の勉強会について、まず委員が各自のテーマ設定のもとプレゼンテーショ

ンを行い、その内容について複数のグループで議論した上で、最後に出席者全員

でフィードバック等を行う形式で開催し、その開催状況を踏まえ、引き続き勉強

会の進め方を検討していくこととなった。 

 

以   上    


